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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シェービングや化粧目的の製品を加熱するために適用される誘導加熱装置であって、
　シェービングや化粧目的のための製品を保持する製品容器を有する筐体であって、前記
製品は、前記製品容器の上層表面領域を画定する筐体と、
　前記製品容器における電磁エネルギーを発生するための前記製品容器を囲む誘導コイル
と、
　前記電磁エネルギーを発生する前記コイルを作動するために前記コイルに接続された電
気回路と、
　前記上層表面領域を覆う大きさの、前記製品の前記上層表面領域上に浮かんで適合され
た前記製品容器の中の導電ターゲット浮遊スクリーンと、
を備え、
　前記導電ターゲット浮遊スクリーンは電磁誘導によって加熱され、それによって、使用
者への応用のため、前記製品の前記上層表面領域のみを加熱する誘導加熱装置。
【請求項２】
　前記筐体は、上面を含み、
　前記製品容器は、前記上面に取り付けられた円筒形状の第１のカップと、前記第１のカ
ップに取り外し可能に挿入された円筒形状の第２のカップとを含み、
　前記第２のカップは、シェービングや化粧目的のための前記製品を保持するように適合
されている請求項１に記載の誘導加熱装置。
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【請求項３】
　前記第２のカップは、前記第１のカップと相補的であるように形状が決められているこ
とを特徴とする請求項２に記載の誘導加熱装置。
【請求項４】
　前記第１および第２のカップは、使用中、並びが維持され、それらの間の回転を防ぐよ
うに構成されている請求項３に記載の誘導加熱装置。
【請求項５】
　前記第１および第２のカップは、使用中、並びが維持され、それらの間の回転を防ぐ平
らな側壁部を有する請求項４に記載の誘導加熱装置。
【請求項６】
　前記導電ターゲット浮遊スクリーンは、浮遊部材に取り付けられ囲まれた周辺端部を有
する導電スクリーンを備える請求項１に記載の誘導加熱装置。
【請求項７】
　前記浮遊部材は、固体または中が空洞の浮力のある材料を備える請求項６に記載の誘導
加熱装置。
【請求項８】
　前記加熱装置は、交流または直流電源を受ける電源供給ユニットを含む請求項１に記載
の誘導加熱装置。
【請求項９】
　前記電気回路は前記筐体に取り付けられ、高周波電磁エネルギーを発生し、前記導電タ
ーゲット浮遊スクリーンに電力を誘起する手段を含み、
　前記電気回路は、前記導電ターゲット浮遊スクリーンの中に発生された熱を調節するた
め、高周波交流を調整する請求項８に記載の誘導加熱装置。
【請求項１０】
　前記手段は、マイクロプロセッサー、高周波インバーター回路、共振タンク回路、およ
び前記誘導コイルを備える請求項９に記載の誘導加熱装置。
【請求項１１】
　使用者が押したり、熱サイクルを始めたり終えたりすることができ、熱サイクルの加熱
期間や、エネルギーレベルを調節したり、エネルギーレベル、温度、または熱サイクルの
期間に基づいた助けとなる情報を表示するための、マイクロプロセッサーに接続された操
作者インターフェースをさらに備える請求項１０に記載の誘導加熱装置。
【請求項１２】
　電気回路の電流や温度を監視するための電流及び温度センサーをさらに備える請求項１
１に記載の誘導加熱装置。
【請求項１３】
　電気回路の過電流や過熱温度を示すための前記電流及び温度センサーに応答する視覚的
および／または音響的警告手段をさらに備える請求項１２に記載の誘導加熱装置。
【請求項１４】
　遠隔制御装置を介して、前記加熱装置または他の化粧の無線通信周辺装置を制御するた
めに、マイクロプロセッサーから情報を受け、マイクロプロセッサーへ情報を送信するＲ
Ｆモジュールをさらに備える請求項１１に記載の誘導加熱装置。
【請求項１５】
　前記ＲＦモジュールを介して受けた情報を伝えるためのスピーカーをさらに備える請求
項１４に記載の誘導加熱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、温められたひげそり用製品や化粧用製品を分注するディスペンサーの製造
に関する。このディスペンサーは、誘導加熱システムの誘導加熱コイルによって囲まれた
生産容器に保存されたひげそり用製品や化粧用製品の上層表面領域に配置された導電性浮
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遊ターゲットスクリーン（ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｆｌｏａｔｉｎｇ　ｔａｒｇｅｔ　ｓ
ｃｒｅｅｎ）のみを加熱し、それによって製品の上層表面領域のみを加熱するための、筐
体の中に取り付けられた誘導加熱システムを含む。
【０００２】
　この出願は、２０１４年７月２５日に出願された米国の非仮出願１４／３４１，６９６
に関する。これによって、本明細書の一部として援用する。
【背景技術】
【０００３】
　誘導加熱の基礎原理は、１８３１年のＭｉｃｈａｅｌ　Ｆａｒａｄａｙの成果に遡る。
誘導加熱は、電磁誘導によって導電性物体を加熱する処理のことであり、渦電流が金属と
抵抗線に発生し、金属のジュール熱になることである。この技術は、工業的な溶接、ろう
付け、曲げ加工、封止などの処理に広く使われている。誘導加熱もまた家庭用器具におい
て大変普及し、レンジやオーブンにおける液体および／または食品のより効率的で加速的
な加熱を提供してきた。誘導加熱システムを使う利点は、より少ないエネルギーを使って
いる効率の増加と、また、特定の目標に直接加熱を与えることである。
【０００４】
　皮膚に加熱されたシェービングクリームや洗浄ジェルを塗ることにより、毛穴を開いて
、より快適なひげそりやより効率的な皮膚洗浄をもたらす。現在、望んだ温度にシェービ
ングクリームを加熱する処理は難しい。きわめて慎重な注意と熟練を必要とする。過熱は
、製品を破滅させ、熱不足は、所望の効果を得られない。シェービングクリームを加熱す
るために利用できるその技術は、しばしばシェービングクリームをエアゾール缶に入れる
ことを要する。エアゾール系シェービングクリームは、しばしば低品質の代物である。こ
れらのシェービング缶は、しばしば繰り返された加熱処理によって壊され、また、不均等
に製品を加熱する。缶の抵抗加熱も、また非常に非効率であり、シェービング缶は使用後
において長い期間にわたって熱を持ったままとなる。
【０００５】
　誘導加熱システムを使う１つの試みは、米国特許公報２００８／０２５７８８０号にＢ
ｒｏｗｎらに開示されている。Ｂｒｏｗｎらは、第１と第２の誘導コイル２と１３によっ
て加熱される再充填ユニット８を有する誘導加熱ディスペンサーを開示している。段落［
００２０］の開示には、ディスペンサーは、エアフレッシャー、脱毛ワックス、殺虫剤、
シミ抜き剤、洗剤、皮膚や髪への用途であるオイルやクリーム、ひげそり製品、靴クリー
ム、家具用艶出し剤等、多くの異なる応用に用いられることができる。再充填ユニット８
は、それぞれの製品を保持するための交換式の容器９の多様性を有する。その容器は、多
孔質膜１１の下で封止されている。段落［００１１］の開示によれば、その多孔質膜は、
通常可溶性の固形物のために取り除かれる。揮発性の液体物質のために、その多孔質膜は
取り除かれない。段落［００２３］の開示によれば、当該多孔質膜１１は、蒸気は通り抜
けるが、液体はこぼれることがない多孔性を有している。また、［００２０］には、表面
に塗られる加熱された製品のために、当該容器は、ブラシ、パッド、またはスポンジのよ
うな関連した応用品を有するかもしれない。
【０００６】
　その他の加熱されたディスペンサーシステムは、米国特許公報２０１１／０２００３８
１号でＢｙｌｓｍａらによって開示されている。Ｂｙｌｓｍａらは、加熱ユニットが図４
に示されたベースユニット１０か、図５に示された応用品４２であるかもしれないディス
ペンサーを開示している。段落［００２６］の開示によれば、加熱ユニットは誘導結合か
もしれない。段落［００３０－００３６］の開示によれば、応用品は、分注される製品に
応じて多くの異なる形態をとるかもしれない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許公報２００８／０２５７８８０号
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【特許文献２】米国特許公報２０１１／０２００３８１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述の先行技術のシステムは、それらの目的に応じて有用性が高いことは判明している
が、効果的なエネルギーであるように設計されておらず、本発明で達成されるような即座
の応用に必要とされる量のみを、加熱および／または溶かすように設計されていない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、一般的に、ひげそり目的、または、肌用洗剤のような化粧目的の石けん、ク
リーム、ローション、ジェル、その他の溶液（以降、製品とする）のような製品のディス
ペンサーに関する。製品は、容器に入れられ、ここで、製品の上層表面または上層領域が
誘導加熱装置によって加熱され、および／または溶かされる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、製品の上層表面領域を温めおよび／または溶かし、そして温めおよび／また
は液化することができる誘導加熱装置である。本装置は、製品のための非接触加熱システ
ムを提供する。本装置は、製品で満たされたカップを受ける誘導容器を含む。ここで、生
産物の上層表面領域のみ加熱される。カップの中で、浮遊導電性多孔質スクリーンは製品
の上層表面に渡って配置され、電磁誘導によって加電され、製品の上表面に熱を移す。製
品の上の表面は、加熱されおよび／または溶かされると、シェービングブラシやスキンパ
ッドのような応用品は、顔やそのほかの所望の体の部分に塗られる浮遊スクリーンの上層
表面から加熱されおよび／または溶かされた製品を集めるために利用できる。本発明は、
上層表面または領域が加熱されおよび／または溶かされるのみであるから、特に即座の応
用に必要とされる量の製品を加熱する、より効率的な手段である。製品のカップは、容易
に利用可能で、容器から交換可能である。本発明は、直火でなく、静かに操作し、カップ
が取り外された後は冷却された状態を保つ。さらに、製品は、全製品を溶かした場合より
も、早く元の形状（例えば固体、クリーム、ジェル）に戻るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の誘導加熱装置の斜視図である。
【図２】本発明の分解組み立て図である。
【図３Ａ】本発明のカップと浮遊可能なスクリーンの斜視図である。
【図３Ｂ】本発明のカップと浮遊可能なスクリーンの斜視図である。
【図４Ａ】浮遊スクリーンの側面図である。
【図４Ｂ】図４Ａで示されたＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図５Ａ】本発明の修正された組み立て容器、カップおよび浮遊スクリーンの斜視図であ
る。
【図５Ｂ】本発明の修正された組み立て容器、カップおよび浮遊スクリーンの分解図であ
る。
【図６】本発明の内部誘導加熱電気システムの部品のブロック図である。
【図７】本発明の外筐体１４の中の部品が実際に取り付けられた全体図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１に説明された本発明は、交流電力に接続され、ＡＣ－ＤＣ調整回路（２）によって
制御された誘導加熱ユニット（１）を含む。
【００１３】
　図２を参照すると、本発明の分解組み立て図は、電力供給装置（２）とともに上面を有
する本筐体（１）を含むように描かれている。筐体内側がさらされているので、誘導加熱
コイル（３）が容器（４）を囲んでいる。製品カップ（６）は、容器（４）に取り外し可
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能に挿入されている。導電性ターゲット浮遊スクリーン（７）は、カップの中の製品の上
層表面に浮くように適合された製品カップ（６）の中に取り外し可能に挿入されている。
専門用語を使うことによって、ここでは、導電性ターゲット浮遊スクリーンは、誘導加熱
コイル（３）によって加熱される製品カップ（６）の中の要素のみを意味する。また、加
熱されたターゲットスクリーン（７）は、製品カップ（６）の中の製品の上層表面領域を
加熱および／または溶かすことも強調しておく。製品は、誘導加熱コイル（３）で直接加
熱されるものではない。また、操作者のインターフェース、使用者のインターフェースウ
ィンド（５）がしめされ、使用者が視覚および接触に基づく動作によって、デバイスと相
互作用することができる。
【００１４】
　図３Ａ、図３Ｂ、４Ａおよび４Ｂを参照すると、製品カップ（６）は導電性ターゲット
スクリーン（７）によって加熱されることになる製品が入れられる。スクリーンは、導電
性準多孔質材料からできている。好ましい実施形態は、多孔質の導電メッシュである。こ
のスクリーンは、加熱されることになる製品の上方に設置され、製品の上層に熱エネルギ
ーを集中する。製品の上層は、加熱されおよび／または溶かされるので、液化された製品
は、スクリーンの上表面へスクリーンを通って流れ、そこからシェービングブラシやスキ
ンパッドのような応用品へ移される。浮遊装置（８）は、製品の上層領域を液化している
間、スクリーンが材料に沈むことを防ぐためにスクリーンの端部を囲んでいる。浮遊装置
は、浮力がある材料で構築されてもエアポケットを含んでいてもよい。スクリーンの端部
は、成形技術、接着、機械的連結、または融接等のような従来の方式で浮遊装置に付着す
ることができる。図４Ｂは、図４Ａに示されたＡ－Ａ線に沿った断面図である。浮遊装置
（８）とターゲットスクリーン（７）は、同一の上面および下面を有する。しかしながら
、図４Ｂに示された形態の任意の変形した形態が、本発明の範囲内に入るように意図され
ているので、図４Ｂに示された形態はそれに限られるものではない。例えば、浮遊装置や
ターゲットスクリーンは、同一の上面および下面を有しなくてもよい。浮遊装置は、製品
の上層表面領域と近接するようにターゲットスクリーンを維持する限り、いかなる形態も
適用できるであろう。
【００１５】
　図５Ａおよび図５Ｂを参照すると、導電性ターゲットスクリーン（９）と浮遊装置（１
０）は、容器（１１）に、取り外し可能に挿入された製品カップ（１２）の中に、取り外
し可能に挿入されている。これらの部品は、図３Ａ、図３Ｂに示されたそれらと同じもの
であるが、非円形の形状に変形されている。特に、それぞれの部品は、組み立て位置に部
品を並べ、応用品に製品を集める時に回転を妨げるために、少なくとも１つの平らな表面
を有している。この実施形態は、平らな表面を有することが示されているが、部品を並べ
、使用している間の部品の回転を避けるための他のいかなる形態も取り得る。
【００１６】
　図６を参照すると、本発明のコントロールシステムのブロック図が説明されている。本
筐体（１４）に電力を供給する、図１および２の部品（１）として示されている標準の壁
コンセントのＡＣラインインプット（１３）、標準の電磁トランス（１５）、およびＡＣ
－ＤＣ整流器（１６）が、点線（２）によって示された筐体の中に囲まれた電気機械部品
に電力を与えるために設けられている。このシステムは、さらに高感度デジタル部品に電
力が供給されるように電圧を下げる標準ＩＣ調整チップ（１７）を含んでいる。操作者の
インターフェース（１８）は、図２の示されたウィンドウ（５）によってアクセスされる
。マイクロプロセッサーユニット（１９）は、共振タンク（２６）、内部容器ワークコイ
ル（２７）および導電スクリーン（７）における電磁エネルギーのレベルを制御する。こ
れは、次に導電性スクリーン（７）によって誘起される加熱エネルギーのレベルを変える
。マイクロプロセッサー（１９）は、パルス幅変調（ＰＷＭ）によってＨＦインバーター
（２５）における振動数を調整することによって、これを達成する。また、マイクロプロ
セッサー（１９）は、操作者のインターフェース（１８）、温度センサー（２０）、電流
センサー（２１）、アンテナ（２２）、および電気音響変換器（２３）も制御する。温度
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センサー（２０）は、マイクロプロセッサーの内部回路基板の部品の温度だけでなく、容
器を巻くワークコイルの温度も読むことができる。電流センサー（２１）は、マイクロプ
ロセッサーの中のスイッチ回路を使って引き込み電流を測定するようになっている。ダイ
ポール、らせん、周期、ループ等のような、従来のいかなる態様であることができるアン
テナ（２２）は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術を介して、離れたモジュー
ルから情報を受け、外部遠隔制御装置へデータを送るようになっている。電気音響変換器
（２３）は、スピーカーのような、過熱温度のような警告を生じることができるもの、ま
たは全熱サイクルにおいて、使用者の助けとなるほかのもののような従来のいかなる態様
をとることができる。製品応用の間に、指示を提供することもできる。変換器は電気機械
的なパルスを記録し、シグナルプロセッサー（２４）によって読まれたりする方法で構成
されることもできる。シグナルプロセッサー（２４）は、アンテナ（２２）から受けた情
報をデコードし、電気音響変換器（２３）を通して情報を送るのに使われる、標準信号処
理ユニットである。ＨＦインバーター（２５）は、マイクロプロセッサー（１９）からパ
ルス幅変調信号を受け、整流器（１６）から高レベルのＤＣ電力を受けることによって、
ＤＣ電力を高周波ＡＣに変換する。インバーター（２５）によって発生された高周波ＡＣ
は、それから直列、並列、擬直列または擬並列の抵抗、キャパシタ、および共振タンク（
２６）と呼ばれる誘導ネットワークを通過する。タンク（２６）はその中にある抵抗、イ
ンダクタ、キャパシタ（ＲＬＣ）の機器構成によって決定される共振周波数を有する。電
流が共振タンク（２６）を通って流れるので、図２の素子（３）として示される大巻き導
電銅コイル（２７）を通って流れる。共振タンク（２６）の周波数は、マイクロプロセッ
サー（１９）および高周波インバーター（２５）によって実行される、電気的な再プロク
ラミングおよびチューニングによって最適化される。このシステムによって、装置は外部
カップワークピース（図６の（２８）、図２の導電性ターゲット浮遊スクリーン（７）と
して示されている）を加熱する内部容器ワークコイル（図６の（２７）、図２の（３）と
して示されている）に正確な電流量を配ることができ、システムの様々な部品を過熱する
ことをシステムに制限することもする。熱サイクルの間と非熱アイドル時間の間に、マイ
クロプロセッサー（１９）は、装置の安全操作を確実にするため、電流センサー（２１）
と温度センサー（２０）を監視する。コイルは筐体（１）の外には見えず、容器（４）と
、カップ（６）の中の上面製品にあるターゲットスクリーン（７）を伴う中に入った製品
カップ（６）とを囲んでいる。それゆえ、ターゲットスクリーン（７）は、図２で示され
た導電性ターゲットスクリーン（７）である、外部カップワークピース（２８）に電磁エ
ネルギーを通す電磁場を生ずるコイル（２７）と近接して結合している。この処理によっ
て、ターゲットスクリーンのみが、カップの中の製品の上層表面に移された電磁エネルギ
ーによって加熱される。
【００１７】
　図７を参照すると、図６で説明された部品がどのようかの斜視図は、本筐体１４に配置
されている。図６に見られるアンテナ（２２）およびシグナルプロセッサー（２４）を有
するＲＦモジュール（３１）、マイクロプロセッシングユニット（１９）、ＤＣ調整器（
１７）、ＨＦインバーター（２５）、共振タンク（２６）、スピーカー（２３）、電流セ
ンサー（２１）、および温度センサー（２０）は、メインボード（３２）に取り付けられ
る。電力は、（１３）の標準電気の壁コンセントから送り込まれる。送り込まれた電力は
、トランス（１５）およびＡＣ－ＤＣ整流器（１６）を含む電流供給（２）によって受け
られ、ＤＣ電力に変換され、ＤＣ調整器（１７）を通ってメインボード（３２）にある残
りの部品に送られる。回路遮断器（３３）は、装置によって大電流が消費されるイベント
で安全フォルトとして利用される。操作者のインターフェース（１８）は、マルチコンダ
クターケーブルハーネス（３５）によってメインボードに接続する。メインボード（３２
）において、ＲＦモジュール（３１）はアンテナ（２２）とシグナルプロセッサー（２４
）を有する。ＲＦモジュール（３１）は、アンテナ（２２）を介して情報を受け、送る。
送られ、受けられたデータは、コミュニケーションバッファーの読み書きのサイクルの間
、信号処理ユニット（２４）を通る。メインボードは、マイクロプロセッシングユニット
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（１９）によって制御される。低電圧ＤＣ電力は、メインボード（３２）にあるＤＣ調整
器ＩＣチップ（１７）によって、高電圧ＤＣから変換される。
【００１８】
　本発明の電気機械的システムの操作は、次の通りである。最初の電力はコネクタ（１３
）から受けられ、主ラインのＡＣ電力はプラグにより装置に入る。受けられた電圧は、そ
れからトランス（１５）によって電磁的に減らされ、整流器（１６）によって直流（ＤＣ
）波形に変換される。トランス（１５）と整流器（１６）は、コンピュータや電子機器に
よって共通に使われるＡＣ－ＤＣ電力供給において、外部に一緒にパッケージされること
もできる。装置の中で、整流されたＤＣ電力は、ＴＴＬ、ＣＭＯＳ、ＥＣＬレベルへ電圧
を下げるモノリシック集積回路調整器といったＤＣ調整器（１７）を通る。誘導熱コイル
（３）はマイクロプロセッサー（１９）によって制御され、ＨＦインバーター（２５）、
センサー（２０）、（２１）、操作者のインターフェース（１８）、ＬＥＤライト（３４
）、タイマー、アンテナ（２２）およびスピーカー（２３）のタイミングおよび周波数を
制御する。必要であれば、その他の多くの装置周辺機器と相互に作用することができる。
マイクロプロセッサーは、制御し、例えばスクリーンなどのワークピースと共振タンクと
の間の電磁共振を届けるために振動数を変えるようにプログラムされている。マイクロプ
ロセッサーは、使用者の設定とタイマーと、安全とを記憶するために使われる揮発性記憶
読み書き能力と、ＥＥＰＲＯＭを有する。ユーザーは、操作者のインターフェース（１８
）やユーザープッシュボタン（２９）を視覚的に見たり押したりすることによって、装置
と相互作用するために使われることができる。操作者のインターフェース（１８）の表示
は、ピエゾ抵抗の、容量性の、表面音響の、赤外線グリッドや同じような技術から構成さ
れる。使用者は、サイクルの期間や温度に基づいたヘルプ情報を表示する一方で、熱サイ
クルを始めたり、押したりすることができる。安全の情報は、このディスプレイや他のい
かなる助けとなる視覚的補助具に描写されることができる。操作者のインターフェース（
１８）に加えて、スピーカー（２３）は可聴式のフィードバックを提供するために使われ
、熱サイクルの状態に基づいた使用者への警告をする。プッシュボタン（２９）は、ユー
ザー入力の２次的起点として使われる。すぐ近くのＬＥＤ（３４）は装置の状態の２次的
視覚的指示を提供するために使われる。プッシュボタン、ＬＥＤや操作者のインターフェ
ースは、異なる装置の改訂の至る所で使い勝手や機能を調整するために、製造者によって
再プログラムされてもよい。熱サイクルが始められると、マイクロプロセッサー（１９）
は、高周波（ＨＦ）インバーターモジュール（２５）によって受信された低電圧パルス幅
変調（ＰＷＭ）信号を入力する。インバーターモジュールは、整流器（１６）で整流され
たＤＣ電力を、マイクロプロセッサー（１９）によって設定された振動数のＨＦ交流電力
へ切り替える。高周波ＡＣ電力は、それから直列か並列の共振ＲＬＣタンクの中に通され
る。タンクの容量、インダクタンス、抵抗はＰＷＭ信号の共振周波数に達するために最適
化される。この共振は、スクリーン（７または９）の振動数に適合する。全熱サイクルに
おいて、スクリーン（７または９）の中の移された電流は、センサー（２１）によって測
定される。このときに、マイクロプロセッサー（１９）は、スクリーン（７または９）に
最大のパワーを移すための振動数を調整する。電流がセンサー（２１）によって測定され
た安全制限を超えると、装置は熱サイクルを止める。同様に、内部部品の温度がセンサー
によって測定される。これにより、装置が一日中放置されることや、厳しい環境で操作さ
れることを防ぐ。センサー（２０）も内部巻き線の過熱を防ぐために、内部コイル（３）
の温度を測定する。熱サイクルの間に高周波電流は、共振タンク（２６）を通り、カップ
（６または１２）を受ける容器（４または１１）のまわりに包まれたコイル（３）の中を
通る。高周波電流は、それから電磁誘導によってスクリーン（７または９）に移される。
渦電流は、スクリーン（７または９）の中に発生され、磁気ヒステリシスを用いた加熱だ
けでなくジュール熱効果を引き起こす。スクリーン（７または９）を通して発生された熱
は、カップの中の製品の上層へ浸透する。スクリーン（７または９）の形状によって、エ
ネルギーはカップ（６または１２）の中の製品の上層により直接的に移される。
【００１９】
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　先述のものは、発明の原理を単に説明したものである。記載された実施形態へのさまざ
まな修正や変更は、ここで示した観点にもとづいてその分野に属する技術を有する者にと
って明らかである。それゆえ、その分野に属する技術を有するものは、ここではっきりと
記載されず示されなかったけれども、発明の原理を具体化し、それゆえ本発明の範囲と考
え方の中にある多くのシステム、配置、方法を考案できると評価されるだろう。加えて、
ここで引用されるすべての公開公報、特許公報は、それらの全体がここで包含される。
【符号の説明】
【００２０】
１３　ＡＣライン入力
１５　トランス
１６　ＡＣ－ＤＣ　整流器
１７　ＤＣ調整器
１８　操作者のインターフェース
１９　マクロプロセッシングユニット
２０　温度センサー
２１　電流センサー
２２　アンテナ
２３　スピーカー
２４　シグナルプロセッサー
２５　ＨＦインバーター
２６　共振タンク
２７　内部容器ワークコイル
２８　外部カップワークピース
２９　プッシュボタン
３３　回路遮断器
３４　ＬＥＤ
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